
１．次期ＨＰの検討（素案）

本資料（以下、“本素案”と表記）は、意見交換のための“たたき台” です。

(1) “本素案”の“はじめに”の経緯、目的、位置付けなど、別途整理する予定です。

はじめに（暫定版）

２０１８／３／１８ ＴＭ



１．第１次ＨＰから第２次ＨＰの再構築へ（再構築の経緯） ＊素案

(1)Ｈ１６年１０月に本番を開始した第１次ＨＰ（以下、旧ＨＰと表記）は、第２次ＨＰ（以下、新ＨＰ
と表記）として、再構築され、Ｈ３０年４月1日、本番移行（予定）

＊第１次ＨＰの開発の概要は、“開発記録”を参照
(2)旧ＨＰから新ＨＰへの再構築の経緯
①Ｈ１６年５月、市のパイロット事業を、日の里の協議会が受託し、広報部会が基本構想～
設計を行い、１０月に本番を開始した。
＊第１次日の里ＨＰの開発記録を参照

②旧ＨＰは、この間、広報部会全体会議で提案された各種改善を施してきた。
③旧ＨＰは、１３年間のＩＣＴの技術革新の進展による“陳腐化” 及び、ランニング費用の高止
まりが顕著になった。

④Ｈ２９年８月、新ＨＰ再構築を決定、次期ＨＰ作業部会が発足した。
＜参考：パイロット事業＞
市は、旧ＨＰの基本ソフトの開発費用及び、年間のランニング費用を負担した。
ＨＸＸ年Ｘ月以降、ＨＰの資産とランニング費用の負担を日の里の協議会に移管した。

２０１８／３／１５日



２．第２次ＨＰの検討の概要（検討の前提、実行体制）

(１)新ＨＰの再構築の作業部会の検討の前提など
Ｈ２９年７月、協議会三役・広報部会の合同会議に於いて、活動方針を確認
①新ＨＰの本番移行は、Ｈ３０年４月１日
②新ＨＰに関わる、一時費用・年間のランニング費用は、予算の枠内
③新ＨＰの目的・目標は、Ｈ１６年度の協議会で承認された旧ＨＰの目的・目標を発展・継承
④新ＨＰの開発工程は「基本構想」から「本番移行」終了まで
⑤開発工程の節目で協議会長の承認、広報部会全体会議での報告・確認（手続面）が必要

(2) 次期ＨＰの検討の実行体制
Ｈ２９年８月、協議会長をトップとする実行体制を発足させた。
①次期ＨＰ検討会？ 略
②次期ＨＰ作業部会 ⇒ 次期ＨＰ検討会の下部組織
作業部会長１人（協議会副会長）
広報部会長代行１人、事務局員１人、広報部会員1人、まちづくり委員２人、ＨＰ協力員３人



３．第２次ＨＰの検討の概要（実行スケジュール、ＨＰ事業者の選定）

(4)次期ＨＰの概略スケジュール
①仕様検討：９月～１２月末（発注仕様書作成）
②仕様確認、ＨＰ基本ソフト開発：１月から２月末
③機能テスト、総合テスト：３月
④本番切替：４月1日
⑤旧ＨＰ停止：３月２１日

(3)ＨＰ事業者の選定
宗像市を拠点とするホームスタッフ社を発注先とした。

①Ｈ２９年８月、ＫＳ大学様と検討を開始したが、開発ツールのＣＭＳ（無料オープンソース）
によるＨＰ投稿時の操作性、レンタルサーバの費用、保守体制など、予期せぬ課題が浮
上したため検討を断念した。
ＫＳ大学様には貴重な情報を提供して頂いた。

②一方、ホームスタッフ社の場合、費用総額、手作り(プログラム)とＣＭＳの併用によるＨＰ
投稿時の操作性、本番移行後の保守体制など、協議会の発注要件に適合した。



４．次期ＨＰ／再構築の進め方の概念図

現行ＨＰ（H１６年１０月１日立上げ）

(1)“基本構想”を先行
①協議会の規約を尊重
②ＨＰの「目的・目標」を明示

次期ＨＰ／再構築の進め方 ⇒ 計画に基づく事業の推進

３．Ｈ１６年８月/広報部会・役員会で
一括承認手続き、１０月１日本番開始

１．経緯
(1)市のパイロット事業（市の予算）
**市がＨＰ基本ソフトを提供
(2)当初、日の里で試行後、他の１１地区
コミュニティへ横展開を計画 ３．“基本構想”の策定

(1)目指したい将来の日の里のまちの姿
(2)それを実現するためのシナリオ
(3)ＨＰの果たすべき役割
(4)ＨＰの目的・目標など

(2)ＨＰの「基本計画」の策定
(3)ＨＰの設計製作（ＨＰ企業が主導）

１．次期ＨＰの再構築は、住民参加型のまちづくりの好機と考える。
(1)６月１日、全町内会、全構成団体に情報発信されている。（１３年間で初）
(2)推進体制を立上げ、基本計画書（見える化）を策定する。（会長の承認）
(3)会長の明確なリーダシップの下、計画的に事業を推進する．．．など。

２．進め方

２０１７／７／２５

２．「事前の調査検討」
(1)現行ＨＰの総括（棚卸）を行い、
次期ＨＰに反映させる。
＊ＨＰ事業の継続性性の視点
(2) **市のＨＰ基本ソフト
①現行ＨＰの“分かり難さ”は、
一部、ＨＰ基本ソフトの構造面
にある（移植性は高い）

４．「基本計画書」の策定
５．ＨＰ企業の選定
６．ＨＰの設計、制作（ＨＰ企業主導）

７．期待効果
(1)協議会の組織的（役員会、広報部会）な活動により、各町内会、構成団体に、
「基本計画」の浸透を図る、この結果、ＨＰの質的の向上と、ＨＰへの理解が進む。
(2) ＨＰ再構築の過程、①「基本計画」策定 ②日の里ＨＰとｆａｃｅｂｏｏｋの利活用
③住民参加などが、今後の“課題解決型のまちづくり”の一歩になり得る。

【日の里ＨＰ参照】

７月２６日の三役・広報部会の合同会議でＨＰで紹介



５．次期ＨＰの「開発工程」及び、「計画書」の考え方（素案） ２０１７／７／２７

設計（基本・詳細）＊ 制作・テスト＊

４．日の里ＨＰの開発規模、発注仕様（要件定義）の特徴 ＊市や企業のＨＰに比べて

(1)次期ＨＰの画面表示の大部分は、投稿記事の表示、このため、他のＨＰに比べ、開発規模は小さい。

(2)相性（移植性）のよい「ＨＰひな形ソフト」を使用すると、工期が短縮される。

時間軸

１．基本的考え方

２．前提条件

３．ＨＰの目的・目標など

(1)ＨＰの目的・目標など

(2)目指したい将来の日の里の

まちの姿

(3)実現するためのシナリオ

(4)ＨＰの果たすべき役割、必要性

(5)新たなコンセプト創りなど

４．ＨＰの機能概要

１２．全体スケジュール

１３．実行体制など

１．基本的考え方

２．前提条件

３．ＨＰの目的・目標など

４．ＨＰの機能仕様（発注仕様）

５．基本設計、詳細設計

６．制作

７．テスト計画

９．移行計画

１０．ＨＰの利活用の促進計画

１１．予算計画、費用管理

１２．全体スケジュール

１３．実行体制など

基本構想
＊理念、基本方針など

計画（基本～実行計画）
＊実現性の視点、実行保証

事前調査

＊パートナー企業が主導

１．次期ＨＰの「開発工程」の定義

(1)次期ＨＰの「開発工程」は、①基本構想 ②計画

（基本～実行） ③設計（以下略）とする。

２．計画書の策定

(1)計画書の名称は「基本計画書」とし、①～③以降

本番移行までを含む。

＊基本構想書は策定しない

(2)各開発工程の節目で、レビューを行い、会長承認

を得て、次の工程へ進む。

３．基本構想の重視

(1)基本構想は、次期ＨＰの質を決め、中長期的な

ＨＰの利活用の行方をも左右する。

(2)検討過程も開示し、地域全体の情報共有を行う。

承認承認

基本計画書

７月２６日の三役・広報部会の合同会議でＨＰで紹介



６．次期ＨＰの要検討課題（素案） ＊８月２６日作業部会のキックオフ時の資料



７．次期ＨＰの要検討課題（素案） ＊８月２６日作業部会のキックオフ時の資料



８．＜参考＞作業部会発足時の課題 ＊平成２９年８月２６日の資料に追記



９．＜参考＞作業部会発足時の課題 ＊平成２９年８月２６日の資料に追記


